
電子論文の基本的な探し方・ダウンロードの仕方

「読みたい論文を見つけたが、どうやったら入手できるだろう？」
「ようやくオンライン上で見つけたが、ダウンロードの仕方が分からない」

と困っている方は、以下をご参照ください。

基本的な流れ

論文情報の
収集 ⇒ 論文の

検索 ⇒ 雑誌・論文の
サイトへ ⇒

PDF
ダウンロード

1. 論文情報の収集

論文を検索・ダウンロードする際に必要な情報は、以下などです。

①　執筆者名

②　タイトル

③　雑誌名

④　発行年

⑤　巻号

⑥　ページ番号　　

※①②は、一目瞭然ですが、③～⑥の情報は、論文１ページ目のどこかに書かれているこ

とが多いので、探してみましょう。

このマニュアルでは、下記のＡさんの例にならって、主な手順を理解します。

　

　Aさん

本文：



1. 論文の情報収集をしましょう。
Aさんのように、文中で読みたい論文をみつけた場合には、そのページ下部もしくは
その本の最後にその論文の情報が記載されています。基本的には、本の最後に

「参考文献」や「参照文献」といったリストがあり、引用された図書や論文の情報が

下記のような形式で掲載されています。

アルファベット順で著者名が記載されているため、著者名の”Kormos”の Kから始
まる著者名の辺りを探せば、該当の論文の情報が探せるはずです。

参考文献上の論文の情報の見方：

主に論文の情報は下記の順に記載されています。これらの情報を参考に検索をかけてみ

ましょう。

Kormos, J., Kiddle, T., & Csier, K. (2011). Systems of goals, attitudes, and
　　　　　　　①著者名　　　　　②発行年　　　　　　　
self-related beliefs in second-language-learning motivation. Applied Linguistics,

③タイトル ④雑誌名
32(5), 495-516.
⑤巻（号）⑥ページ

Google Scholar（https://scholar.google.com/）などの検索エンジンで論文を検索する。
（著者名とタイトルでまずは検索すると良い。）

オンライン上の論文検索やデータベースについては、本センターの「集める」や図書館の

「文献収集スキルをUPさせるTips~教養学部生にお薦めのデータベース」を参考にしてくだ
さい。

● Google Scholar：検索結果の画面で下記の赤枠のように”Full text @ UTokyo”とい
う表示が出てくることがあります。これは、東京大学が契約しているため、論文の全

文にアクセスできるという意味です。そのため、この表示をクリックして論文にアクセ

スしましょう。基本的にリンク先は論文そのものに直接アクセスできるようになって

います。

2. 論文の検索

3. 雑誌・論文のウェブページへ

https://scholar.google.com/
https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/cawk/materials_resources.html#%E9%9B%86%E3%82%81%E3%82%8B
https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/komaba/user-guide/campus/guide#TISS


● TREE：検索画面で、著者名や年号などを検索すると、該当する論文が表示されま
す。それらから、対象の論文をクリックすると下記のような画面が表示されるため、

赤枠の「フルテキスト」をクリックしましょう。

リンク先では下記のような論文のウェブページにアクセスできるため、赤枠の「PDF
」をクリックすると本文のPDFデータを閲覧することができます。

https://tokyo.summon.serialssolutions.com/#!/


上記TREEの例のように、論文に関するページには、”Download full text”や “フルテキス
ト”、”Full Text (PDF)、””PDF”、”DOI” といったボタンがあります。いずれかのボタンを押し
ていくことで、ほとんどの場合、論文のPDFデータにアクセスすることができます。

ページ上の表示例：

ブラウザ上にPDFが表示されたら、その画面上で右クリックし、「名前を付けて保存」を選
択することで、ダウンロードすることができます。もしくは、下記の画像の赤枠の右上のダウ

ンロードボタンをクリックしてみましょう。

（パソコンの環境やPDFリンクによっては、ブラウザ上に現れず、直接PDFのダウンロード
が始まる場合もあります。）

4. PDFのダウンロード



● Web of Science では、検索後に該当の論文をクリックすると、下記のような論文の
概要をまとめたページにアクセスします。画面上左上の “UTokyo Article Link”や
“Full text at publisher”から、論文のウェブページにとべます。このリンク先で、上
記の黄色ハイライトに該当するようなボタンをクリックし、PDFのダウンロードをしま
しょう。

補足1.学外からダウンロードをする場合

学外から論文を無料でダウンロードできなくなることがあります。

これは、アクセスしている論文が、大学が契約しているデータベース上のもので、 EZproxy
（イージープロキシ）経由で利用する必要があるためです。

以下の手順で、アクセスしてみましょう。

1. 東京大学附属図書館のデータベース一覧にアクセス
https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/contents/database

2. それぞれのデータベース上には「利用する（EZproxy）」からアクセスをする（下記画
像のとおり）

3. UTokyo Accountのサインイン画面が表示されるので、UTokyo Account（数字10
ケタ）とパスワードを入力しサインインする。

※すでに別のサービスでUTokyo Accountにサインインしている、または別のデー
タベースを利用後に、附属図書館データベース一覧で、利用したいデータベースを

検索し、「利用する（EZproxy）」をクリックした場合には、サインイン画面は表示され
ません。

https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/ja/library/contents/database

